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英語 

 

Ⅰ 

多岐選択問題。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ基本的文法・構文・語彙の修得度の測定に

ある。 

 

Ⅱ 

多岐選択問題。会話文を用いた読解問題である。出題の意図は、高校卒業までに学ぶ日常会

話表現を理解・活用する力、および会話の流れを論理的に把握する力の測定にある。 

 

Ⅲ 

多岐選択問題。長文を用いた読解問題であり、高校卒業までの学習内容で十分に対応可能で

ある。出題の意図は、文脈を捉え、論理的な思考に基づいて内容を理解する力の測定にある。 

 

Ⅳ 

Ａ：記述式の英作文問題。出題の意図は、短い口語的な日本文の内容を的確に英文に置き替え

る力（表現力）の測定にある。 

 

Ｂ：記述式かつ空所補充形式の英作文問題。出題の意図は、基本的語彙・文法・構文を活用する

力の測定にある。  



国語 

 

大問Ⅰの本文は田口善弘『知能とはなにか』。現代語に関する基礎的知識、漢字や熟漢語熟語

構成の知識を問いながら、一定の分量の現代文の読解力を測った。 

 

大問Ⅱの本文は『伊勢物語』。基礎的な古典語知識、また古典文学史の知識を問いながら一定

の分量の古典語文の読解力を測った。  



日本史 

 

Ⅰ 

古代の文章問題である。８世紀末から９世紀初頭の桓武・嵯峨天皇期の政治史について、蝦夷

という辺境地域の国内への統合、および国内行政の変革と新たな政治体制への転換を、時系

列に理解しているかを問うている。 

 

Ⅱ 

中世の文章問題で、２つの文章を提示する。１つめは鎌倉末期の大覚寺統と持明院統の両統迭

立のなかで後醍醐天皇が倒幕に向かう様相について、２つめは後醍醐天皇の建武政権の統治

のありかたと武家支配への対応が十分でないなかで足利尊氏の挙兵が行われ南北朝の内乱

に突入する政治過程を時系列的に理解し、武家社会の土地支配の史料を提示し当時の社会慣

習などを理解しているかを問うている。 

 

Ⅲ 

近世の文章問題で、17 世紀中期の徳川家綱・綱吉の時代について、江戸幕府の文治主義への

転換の様相と綱吉による貨幣改鋳などの財政政策のありかたについて、時系列的にその推移

を理解し、安定期に入った幕府の質的な転換について具体的に理解しているかを問うている。

さらに、貞享暦など日本独自の暦の誕生が、その後の科学の発展に寄与していった様相を理

解しているかも問うている。 

 

Ⅳ 

近代の文章問題で、２つの文章を提示する。１つは明治維新後の啓蒙思想について中江兆民・

福沢諭吉・中村正直らによる近代自由思想の紹介と普及が旧来の社会制度から脱却にはたし

た役割を問うている。もう一つは、19 世紀末の朝鮮・中国への外交的な対応と国権論が擡頭

してくる様相を時系列的に、また国権論の内容について理解しているかを問うている。 

  



世界史 

 

Ⅰ 

中世ヨーロッパの都市について問う問題。経済的発展が都市の発展をもたらし、中世ヨーロッ

パの北部と南部をつなぐ商業路の発展へとつながったことを意識させる基本的事項を選択式

で問う問題とした。 

 

Ⅱ 

初期のイスラーム王朝、ウマイヤ朝からアッバース朝への流れを問う設問である。預言者ムハン

マドの死後におこった後継者争いや、アッバース朝設立直後の唐との戦い、その際伝わった製

紙法に関して重要語句をとう問題とした 

 

Ⅲ 

1960年代から 70年代のベトナムの動向を通して、東南アジアの主要国である同国がどのよ

うに国家統一の道を歩んだのかという点を問題にした。 

 

Ⅳ 

近代ヨーロッパにおける宗教改革以降の国家間関係を踏まえて、宗派間対立とその解消に向

けた歴史的展開を理解しているか問う。 

  



政治経済 

 

Ⅰ 

明治政府以来の憲法の形成過程について基本的な知識を問う。 

 

Ⅱ 

資本主義経済における経済主体の役割と相互関係について基本的な知識を問う。 

 

Ⅲ 

バブル経済の発生からその崩壊までの経済情勢の変遷と政府の経済政策について基本的な

知識を問う。 

 

Ⅳ 

核軍縮をめぐる世界的動向と冷戦終結後の軍縮の課題について基本的な知識を問う。 

  



数学 

 

１ 数学 II(高次方程式)の範囲の知識と計算力をみる． 

２ 数学 A(確率)の範囲の知識と計算力をみる． 

３ 数学 II(微分と極大・極小)の範囲の知識と計算力をみる． 

４ 数学 II(指数関数)と数学 I(2 次関数の最大・最小)の範囲の知識と計算力をみる． 

 

 

  



数学(薬・歯) 

 

１ 数学 II(2 次方程式，解と係数の関係)の範囲の知識と計算をみる． 

２ 数学 II(指数関数・対数関数)の範囲の知識と計算をみる． 

３ 数学 II（積分）の範囲の知識と計算をみる． 

４ 数学 II（三角関数）の範囲の知識と計算をみる． 

  



生物 

 

Ⅰ 恒常性の維持に関わる神経系と内分泌系の協調的なはたらきについての基礎知識を確認

するとともに、自律神経作用とホルモン作用の因果関係を正しく整理できているかを問う。 

重要語句の正確な理解と、生体調節機構を統合的に説明できる力を評価する。 

 

Ⅱ 植生の遷移の流れについて基礎的な事項を理解し、各植生の特徴やそこに生息する代表

的な植物を説明できるかを問う。 

 

Ⅲ 真核生物の細胞の構造と、代謝、ATP のはたらきについて、用語をふくめ基礎的な理解が

できているかを問うことを意図した。 

 

Ⅳ 細胞周期と DNA に関する基本的な知識を問う。具体的には、細胞周期に関しては染色体

が厳密には分裂期に現れる構造体で間期では緩んだ状態（クロマチン）で核内に拡がっている

ことなど、DNA に関しては二重らせん構造の基本知識が問われている。 

  



生物(薬・歯) 

 

Ⅰ 恒常性の維持に関わる神経系と内分泌系の協調的なはたらきについての基礎知識を確認

するとともに、自律神経作用とホルモン作用の因果関係を正しく整理できているかを問う。 

重要語句の正確な理解と、生体調節機構を統合的に説明できる力を評価する。 

 

Ⅱ 植生の遷移の流れについて基礎的な事項を理解し、各植生の特徴やそこに生息する代表

的な植物を説明できるかを問う。 

 

III 両生類の発生過程について卵割、原腸陥入、胚葉の分化など基本的な知識と理解を問う。 

中胚葉誘導の実験データに基づきそのしくみを説明する能力を問う。 

 

Ⅳ ニューロンにおける静止電位・活動電位が生じる仕組みを分子レベルで理解しているかを

問う。正しい語句、文章を書くことができるかを評価する。 

  



化学 

 

Ⅰ 物質の構造に関する問題である。原子の構造・粒子の性質・同位体と放射性同位体につい

ての基礎的な知識を問う。 

 

Ⅱ 化学反応の量的関係に関する問題である。小問 1 はメタンが完全燃焼する化学反応式を

問う。小問2は燃焼する物質の物質量を、小問3は発生する二酸化炭素と水の質量を求め

る計算能力をみる。小問 4 は燃焼に必要な空気の体積を求める計算能力をみる。 

 

Ⅲ 固体の溶解と金属のイオン化傾向に関する問題である。小問 1 は溶液の質量パーセント濃

度を求める計算能力を、小問 2 は溶解度と固体析出の関係についての計算能力をみる。小

問 3 は金属のイオン化傾向についての知識を問う。 

 

Ⅳ 中和滴定に関する問題である。小問 1 は中和滴定の器具の名称についての、小問 2 は滴

定指示薬についての、小問 3 は実験操作についての基礎知識を問う。小問 4 は標準溶液

の調製に必要な試料の質量についての、小問 5 は濃度未知の塩基性水溶液のモル濃度に

ついての、小問 6 は濃度未知の酸性水溶液のモル濃度についての計算能力をみる。 

 

  



化学(薬・歯) 

 

Ⅰ 物質の構造に関する問題である。原子の構造・粒子の性質・同位体と放射性同位体につい

ての基礎的な知識を問う。 

 

Ⅱ 中和滴定に関する問題である。小問 1 は中和滴定の器具の名称についての、小問 2 は滴

定指示薬についての、小問 3 は実験操作についての基礎知識を問う。小問 4 は標準溶液

の調製に必要な試料の質量についての、小問 5 は濃度未知の塩基性水溶液のモル濃度に

ついての、小問 6 は濃度未知の酸性水溶液のモル濃度についての計算能力をみる。 

 

Ⅲ 固体の溶解と金属のイオン化傾向に関する問題である。小問 1 は溶液の質量パーセント濃

度を求める計算能力を、小問 2 は溶解度と固体析出の関係についての計算能力をみる。小

問 3 は金属のイオン化傾向についての知識を問う。 

 

Ⅳ 有機化合物の性質と反応に関する問題である。脂肪族化合物についての分子式・性質・反

応に関する説明文を参照し、小問 1 は有機化合物の構造を決定するための知識を、小問 2 は

立体異性体についての知識を問う。 

  



物理 

 

Ⅰ力学から、斜方投射に関する出題である。 

力学的エネルギー保存則、加速度と移動距離の関係などの理解を問う。 

 

Ⅱ熱力学から、気体の状態変化に関する出題である。 

状態方程式、定積モル比熱、定圧モル比熱、気体のする仕事などの理解を問う。 

 

Ⅲ電磁気学から、電磁誘導に関する出題である。 

誘導起電力、電流と抵抗と電圧の関係、消費電力、ローレンツ力などの理解を問う。 

 


